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表紙写真の説明
　図はKEK先端加速器試験
施設でのリニアコライダー最
終収束試験（ATF2）で使用さ
れている収束点ビームサイズ
測 定 の 原 理 を 示 す（Y. 
Yamaguchi, Master Thesis at 
Graduate School of Science, 
The University of Tokyo, 
2010）．2つに分けたレーザ
ー光を交差させて干渉させ，
電子ビームを衝突させて発生
するγ線を測定する．右上は
収束点付近の写真．ビームサ
イズ測定用レーザーの光学装
置が垂直定盤に設置されてい
る．右下は最終収束ビームラ
イン．これまでに約44 nm 
の極小ビームサイズを確認し
ている．
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